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日印ビジネス支援協会株式会社

TOPIC: COMPANY INTRODUCTION

シロン　Umiam Lake

日印ビジネス支援協会は、インド国防幕僚大学(修士課程)に留学し、デリーの日本大使館に参事
官兼防衛駐在官として勤務した代表が、その時の勤務経験と人脈を生かし、日本とインドのビジ
ネスの発展に貢献することを目的として任意団体として設立したのが始まりです。その約１年後
の2011年10月に法人化して現在に至っております。これまで、山あり谷あり、正に波乱万丈でし
たが、現在に至るも社員一同元気にやっております。お陰様で日本国内の企業のみならずインド
の政府機関、民間企業からも様々な事業の依頼をいただくようになりました。今回はその中から
現在取り組んでいるいくつかの事業について紹介させて頂きます。

生い立ち

現在取り組んでいる主な事業
①メガラヤ州シロンシイタケプロジェクト（略称Shi-Shi Project）

企業のご紹介

　当社は本事業に宮城県のシイタケ栽培農
家さん(水鳥農場)とともに取り組んでいま
す。標高1,600メートルの避暑地であるメ
ガラヤ州シロンにおいて、同地の気候条件
を活かし、現地の農民に高品質で安全なシ
イタケ栽培技術を伝授し、その農民が栽培
したシイタケを現地の農業団体とともに立
ち上げる会社(現地法人)が買い取って販売
するという事業モデルです。農民の就農機
会、および所得の向上に大きく貢献できま
す。インド国内のシイタケ需要について
は、2016年の調査時、年間約100トンの干
しシイタケ(生シイタケ換算で1,000トン)が

シロン施設建築現場
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普及員の来日と水鳥農場における研修

消費されていましたが、これらは全て中国、韓国、タ
イ、オランダからの輸入物でした。現在の需要は、当社
に対する問合せ件数が増えていることから、正確な統計
が揃いませんが当時よりはかなり増大しているものと推
測できます。
　インド側はメガラヤ州政府のキノコ開発センターが中
心となって取り組みます。センター長以下3名は2019年
末に来日し水鳥農場で研修しました。現在、この3名が
コアとなって事業を進めており、彼らが栽培技術を農民
に伝授する際、我々も現地に赴き彼らの農民指導をお手
伝いします。
　現在、シイタケ栽培施設の建屋建設はほぼ完成し、日
本からの機材搬入をする段階に来ており、今春、いよい
よ農民による試験栽培を開始できる見込みです。

TOPIC: COMPANY INTRODUCTION

キノコ開発センターにおける試験栽培

(参考)インドにおけるシイタケの商用
栽培は、その後JICA円借款事業である
ヒマチャルプラデシュ州農産物多様化
促進事業においても進められ、当社は
前出のシイタケ栽培農家さんとともに
サブコンサルタントとして参加しまし
た。ヒマチャルプラデシュ州の3名の技
術者が事業のコア要員として水鳥農場
で3ヶ月間の研修を終え、現地でシイタ
ケ栽培に取り組んでいます。同事業は
現在フェーズ２に移行し、我々の役目
は終わりましたが、水鳥農場で研修し
た3名の技術者が必ずや事業を成功に導
いてくれるものと期待しています。

現地に建てたシイタケ栽培施設
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　メガラヤ州農民強化委員会(州政府隷下組織)
との包括契約に基づく事業の一つです。メガラ
ヤ州では2019年に初めて蕎麦栽培にチャレンジ
しましたが、台風の影響などで失敗。2020年に
再挑戦し成功しました。これを機に、本格的な
商用栽培を目指すことになりましたが、そのた
めには需要の多い海外市場もターゲットにする
必要があります。つまり輸出です。輸出するた
めには、収穫後の処理がしっかりなされなけれ
ばなりません。この処理に関する技術を現地農
民に伝授するのが旭川で30年の蕎麦栽培経験を
有する農業エキスパートです。
　本事業も農民の所得向上に大きく貢献できる
ため、事業に対するメガラヤ州農民強化委員会
の期待は大きく、同委員会の蕎麦チームが蕎麦
処理機材の研修と蕎麦打ち修行を目的に来日し
ました。
　蕎麦打ち後の空いた時間に、神田明神と浅草
寺をお参りして蕎麦事業の成功を祈願しまし
た。農学博士の蕎麦チームリーダーは浅草で和
服を着て大喜び。ほころんだ笑顔が印象的でし
た。
　蕎麦チームの日本研修の成果に基づき、日本
製蕎麦関連機材の購入が決まり、事業推進の目
途が立って来ました。本年中に国内販売と輸出
の実績を積めるよう準備に取り掛かっていま
す。

蕎麦処理機製造工場研修

②メガラヤ州蕎麦品質向上事業

蕎麦打ち研修

神田明神

③防衛関連事業

　防衛装備品移転３原則の枠内で、インド軍並びに準軍隊に対す
る日本の防衛装備品提供の可能性に関する調査を行っています。
  我が国の安全保障にとってインドの重要性は益々高まっています
が、そのインドとの防衛協力上、防衛装備品の共有は非常に重要
になってきており、かつて在インド日本国大使館で防衛駐在官と
して勤務した当社代表の知見とネットワークを活かし、日印間防
衛協力の進展に貢献すべく努力しております。当社のインド代表
は退役陸軍大佐であり、当社代表のインド国防幕僚大学留学時の
コースメートです。退役後は防衛産業分野で活躍し、インド防衛
産業に通暁しておりますので、彼の知見とネットワークも本調査
事業には欠かせません。

ランジート・シン
退役陸軍大佐

浅草寺

リーダー
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　州政府との契約事業を例にとれば、先ず
はプロポーザル。こちらからプロポーザル
を提出しないと何も始まりません。これ
は、JICA事業で企画書を提出しないと何も
始まらないのと同じです。もちろん提出し
たからと言って採択されなければ何も始ま
りません。そのプロポーザルを提出し、州
政府が「良い」と評価すればプレゼンに来
いと言われますので、現地に赴きプレゼン
をし、事業の実現可能性についてやんやや
んやと議論します。この旅費は持出しにな
ります。その結果、州政府が投資に値する
と判断した場合に契約交渉となります。こ
の契約交渉、かなり骨が折れますが、対等
の立場で粘り強く交渉すれば、光明が見え
て来ます。もちろん、Emailと電話で事前
に交渉を重ねて行きているのですが、最終
的な読み合わせの時に、思わぬ要求があっ
たりします。何を今更、などと腹を立てて
はいけません。とにかく解決策の模索、つ
まり対案を出して妥協点を見出すことに全
力集中です。当社の顧問である佐川氏(元
伊藤忠インド社長)から「インド人から学
ぶという姿勢を絶対に忘れないこと」と繰
り返し教えられましたが、その教えとは正
にこのことかと痛感させられます。
　シロンシイタケプロジェクトの最終的な
契約交渉では、朝の１０時から昼食休憩45
分を入れ、夕方の６時までかかりました。
Face to faceで案の全文を１行ずつ読み合
わせて行き、その間になされる様々な要求
に対して、その場で交渉を重ねていきま

契約交渉余話

地元紙に掲載された記事

す。「さすがインド人、そんな発想する
か」などと思いながら交渉するのは結構楽
しいものです。そして、契約がまとまった
時の喜びはひとしおです。
　州政府事業の場合、契約がまとまるとメ
ディアを呼んで契約成立をお披露目しま
す。インタヴューも沢山受けます。これま
た楽しいひと時です。

元在インド日本国大使館
参事官兼防衛駐在官（陸
上 自 衛 隊 退 官 時 陸 将
補）、防衛大卒、インド
国防幕僚大学卒（インド
マドラス大学修士号）、
国際行政書士

＜プロフィール＞
日印ビジネス支援協会株式会社
代表取締役／国際行政書士　平野隆之
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